
　　指定管理者総括調書（令和２年度）
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Ⅲ　施設の利用状況
区分 R4度実績 R5年度実績
開館日数 日
施設の総利用者数等 人

千円

施 設 名 大牟田市花ぷらす館

担 当 部 署 産業経済部産業振興課 電話番号 0944-41-2724

Ⅰ　指定管理者の情報

指定管理者名及び代表者名 みらい広告出版株式会社　代表取締役 島 哲男

指定管理者の所在地 大牟田市大字久福木652番地5

指定期間 令和２年 令和６年 選定方法 公募

所在地 大牟田市四箇新町２丁目１番地

設置年月 平成12年10月 増改築年月

施設の設置根拠 大牟田市花ぷらす館条例、大牟田市花ぷらす館条例施行規則

4,135 

1,875 

休館日 毎月第３水曜日、１月１日及び同月２日 開館時間 9:00～18:00

事業計画書の作成
月例報告書及び事業計画書の作成
セルフモニタリング及び自己評価
市及び関係機関等との連絡調整業務
指定期間終了等にあたっての業務の引継等
花ぷらす館管理運営業務
利用料金の収受に関する業務
情報発信業務
その他の管理運営業務（苦情・事件の処理、災害等非常時の対応、市の貸与備品等の管理等）

①花フェスタ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑧大牟田大蛇山写真・ポスター展
②駅祭ting開駅20周年誕生祭　　　　　　　　　　　　⑨かすてら饅頭バイキング～出来立て試食・製作体験
③駅祭tingリニューアル祭　　　　　　　　　　　　　　 ⑩窯元巡り
④「レールキッチンで道の駅in鉄道の駅」参加　　 ⑪生活応援！飲食店応援！コロナに負けない！エール道の駅弁を販売
⑤筍フェア　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑫令和2年7月豪雨災害写真展
⑥母の日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑬炭鉱電車写真展
⑦父の日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ⑭炭鉱電車と天使が見守る町- ジオラマ模型の展示

料金 利用料金制度 TRUE

R2年度実績 R3年度実績 R6年度実績
単位 349 
単位 157,264 

個別事業における利用状況等の推移

利用料金収入 施設の利用料金収入 単位 30 

指定管理者種類

業務の範囲

①花によるまちづくり及び緑化の推進に関すること　②都市と農村との交流促進に関すること
③地域の特産品の販売促進に関すること　④花にかかわる文化、産業等の情報発信に関すること
⑤その他花ぷらす館の設置の目的達成に必要なこと　⑥花ぷらす館の管理業務に関すること
⑦花ぷらす館の施設管理に関すること　⑧花ぷらす館の研修室・ギャラリーの利用許可に関すること
⑨その他花ぷらす館の運営に必要な業務
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花のあるやすらぎの空間を提供するとともに、花や
ガーデニングに関する商品や農作物の展示販売によ
る特産品の振興等を図り、もって本市の農業振興及
び地域振興に資する。

施設の概要

【1階】物産販売所、ガーデン展示室
【2階】研修室、交流室、ギャラリー
別館（旧地域振興整備公団現地事務所）
駐車場66台

実施事業の概要

施設利用状況等の
推移

無

市内企業 市外企業 ＮＰＯ・ボランティア団体等 コミュニティ組織等

財団法人・社団法人・社会福祉法人・医療法人・学校法人 その他

有



100点 ／ 140点

83点 ／ 120点

10点 ／ 15点

0点 ／ 0点

Ⅳ　モニタリング結果

管理運営評価シートの結果

Ⅰ施設の運営

Ⅱ施設の管理

Ⅲ継続性・安定性

（平均点：３．５点） Ⅳその他

モニタリング項目に関するコメント

コメント

Ⅰ
施設の運
営

指定管理者としての初年度当初からコロナ禍での事業運営を強いられた一年だったが、感染防止対策を講じながら、集客につながる自主事
業を継続的に展開するなど、積極的な運営が行われた。一方で、経理事務や設備管理等に係る研修が未実施となっているため、職員間の
情報共有やスキルアップに向けた取組を進める必要がある。利用者のニーズを把握し、また来たいと思えるような商品展開やサービス提供
を期待したい。

Ⅱ
施設の管
理

概ね適切な管理が行われているが、緊急時の体制・対応の確認や避難経路の設定など安全面の管理について未実施の項目があるため、
早急に対応する必要がある。施設の老朽化により修繕箇所も発生しているが、市と連携し迅速に対応しながら、利用者が快適に過ごすこと
ができるよう管理をお願いしたい。

Ⅲ
継続性・
安定性

新型コロナウイルス感染症拡大の影響により、来館者数が伸び悩み、Ｒ２年度の経営は厳しいものとなった。来館者及び売上増に向け、創
意工夫を重ね、安定した経営を確立するよう改善を行っていく必要がある。

Ⅳ
その他

総　　　　　評

指定管理者として初年度となるＲ２年度は、新型コロナウイルス感染症拡大による影響もあり、厳しい経営となった。そうした中でも、感染防止対策を講じ
ながら、開館20周年記念イベントをはじめとした様々な自主事業を積極的に展開し、SNSやフリーペーパー等を効果的に活用した広報活動を行うなど、
集客増に向けて努力を続けられている。
しかしながら、来館者数及び売上については減少傾向にあり、事業計画に掲げている新商品開発やレストラン運営、研修室の利用促進等は進んでいな
い状況にある。次年度以降は、今年度明らかになった課題を改善しながら、民間事業者の発想を活かし、利用者にとって魅力的なサービスの提供、ひい
ては安定した運営が行われるよう期待したい。
あわせて、地域の農業振興及び住民交流拠点としての地域振興、休憩機能、情報交流機能、利便機能という道の駅の基本機能を十分に発揮すること
ができるよう、市としても支援をしていきたい。

評価結果
193点 ／ 275点


